
参考資料１

ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツを

推進するための周知啓発について（案） 

  「ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進について」

（令和５年８月７日スポーツ庁取りまとめ）に関する周知啓発に当たっては、下記１．

に示した基本的な考え方に基づき、下記２．で掲げたような具体的な取組を進めていく。 

記 

１．基本的な考え方 

（１）基本事項

○ 性別、年齢、障害の有無等にかかわらず多様な人々のライフパフォーマンスの

向上に向けた目的を持った運動・スポーツ （以下単に「目的を持った運動・スポ

ーツ」という。）を推進するため、周知啓発の対象となる層に応じて、分かりや

すく情報発信を行う。 

○ 目的を持った運動・スポーツ等に関し、エビデンスに基づく情報を分かりやす

く発信する。また、調査研究で得られた成果を広く周知する。 

（２）戦略的な周知啓発

① 地方公共団体や民間事業者、関係団体・機関、関係省庁、関係学会、大学・研

究機関等の様々な主体と連携・協力し、目的を持った運動・スポーツを推進する

重要性を関係者に理解してもらうための情報発信を行うとともに、「スポーツに

よるライフパフォーマンスの向上」や 「セルフチェック ※」等の発信源の多様化

を図る。 

② SNSや動画配信サイト等の多様なメディア、インフルエンサー、デジタルツー

ル（eラーニング等）等を積極的に活用し、目的を持った運動・スポーツの趣旨

を多く国民に知ってもらうための「キッカケ」作りを進める。 

③ スポーツ庁の既存事業を活用し、目的を持った運動・スポーツに係る地方公共

団体や民間事業者等による取組を支援する。 

④ 関係者が活用できるツールや国民一般に向けたツール等を作成し、広く周知す

る。 

※ 室伏長官が考案・実演する身体診断「セルフチェック」動画
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２．具体的な取組  

（１）様々な主体と連携・協力した情報発信 

① 関係者に対する情報発信、発信源の多様化 

  大学・研究機関等の有識者や研究者、専門職等への周知啓発を図るため、関

連学会（体育・スポーツ、医学等）の大会・学術集会に、長官をはじめとする

スポーツ庁職員が参加し講演等を行い、「スポーツによるライフパフォーマン

スの向上」や「セルフチェック」等に関する情報を積極的に発信する。 

なお、当該大会・学術集会が、学会や団体の公認資格の更新等のために必要

な研修や単位等になっているものがあることにも留意する。 

  大学等が主催する講演会等において、スポーツ庁職員が「スポーツによるラ

イフパフォーマンスの向上」や「セルフチェック」等について講演等を行う場

合には、できるだけ多くの学生等が聴講できるよう、大学等と連携した周知等

にも留意する。 

  他省庁や関係団体・機関が主催するイベント等において、連携・協力を図り、

「スポーツによるライフパフォーマンスの向上」等に関するスポーツ庁の取組

を情報発信する。 

  地方公共団体の学校体育の関係者が集まる機会等を活用し、「スポーツによ

るライフパフォーマンスの向上」等に関するスポーツ庁の取組を情報提供する。 

② 既存事業の活用 

  Sport in Life推進プロジェクト「スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創

出事業」や運動・スポーツ習慣化促進事業の取組の中に目的を持った運動・ス

ポーツの要素を包含することで、地方公共団体、関係団体、民間事業者等が行

う取組を支援する。 

  Sport in Lifeコンソーシアムを活用し、企業が社内の研修や掲示板等を用

いて従業員に身体診断「セルフチェック」動画等を周知するような取組を支援

する。 

  既に社会実装されている目的を持った運動・スポーツに係る取組や調査研究

で得られた成果をスポーツ庁や Sport in Life推進プロジェクトのホームペー

ジ等で積極的に発信する。 

③ 関係者に向けたツール等の作成 

  運動・スポーツを指導する者に対して、国民の目的を持った運動・スポーツ

等の実践を支援するためのツール等を作成する。 
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（２）多く国民に知ってもらうための「キッカケ」作り 

① 国民一般への周知啓発 

   「スポーツによるライフパフォーマンスの向上」という言葉をスポーツ庁や

Sport in Lifeプロジェクトのホームページ等で紹介するなど、多くの人に見

てもらえるような機会を増やす。 

  無関心層、障害のある人を含めた多様な層に向けて、スポーツ庁の取組を知

ってもらう 「キッカケ」作りのために、メディア（長官のテレビ出演、雑誌取

材、記者懇談会、SNS、YouTube配信など）等を活用した情報発信を行う。 

  ② 国民に向けたツール等の作成 

   「スポーツによるライフパフォーマンスの向上」に関し、平易な用語で、視

覚的にも分かりやすく、簡潔に伝える。また、ライフパフォーマンスの向上が

どのような状態なのかを具体的に示した、わかりやすい説明資料を作成し、情

報を提供する。 

  それぞれのライフスタイルに合わせた目的を持った運動・スポーツの実践プ

ログラム（実施例）を提示する。 
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（参考）スポーツ庁における周知啓発の主な取組実績 

〇 関係学会の大会・学術集会での周知啓発 

・ 第 33回臨床スポーツ医学会 （令和４年 11月）特別講演「国民が心身ともに健康

で安全安心にスポーツに参加できる仕組み-感動していただけるスポーツ界へ」 （室

伏長官） 

・ 第 34回臨床スポーツ医学会 （令和５年 11月）特別講演「スポーツのコンディシ

ョニングを活かした、国民のライフパフォーマンス向上に向けたと取り組み」（室

伏長官） 

・ 第 7 回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会（令和５年 11 月）特別講演

「国民のライフパフォーマンス向上に向けた取組」（室伏長官） 

 

〇 関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発 

・ Sport in Life推進プロジェクト「コンディショニングに関する研究」（運動器機

能低下に対する地域における効果的な運動療法の在り方に関する研究。令和４～５

年度）におけるコンソーシアムを通じた学識経験者等との連携 

・ 第 82 回全国産業安全衛生大会（令和５年９月、主催：中央労働災害防止協会、

後援：厚生労働省、スポーツ庁ほか）総合集会での特別講演「スポーツで未来を創

る～ライフパフォーマンスの向上のためにスポーツが果たす役割～」（室伏長官） 

・ 「スポーツの日」中央記念行事スポーツ祭り 2023（令和５年 10月、主催：日本

スポーツ振興センター、日本スポーツ協会、日本オリンピック委員会、スポーツ庁）

講演（室伏長官） 

・ 第 35回全国健康福祉祭えひめ大会（ねんりんピック笑顔のえひめ 2023）（令和５

年 10月、主催：厚生労働省、愛媛県、長寿社会開発センター、共催：スポーツ庁）

スポーツ庁によるセルフチェック体験をブース設営 

・ 第 12回健康寿命を延ばそう！アワード表彰式 （令和５年 11月、主催：厚生労働

省、スポーツ庁）栗山英樹氏（令和５年度「スマート・ライフ・プロジェクト」オ

フィシャルアンバサダー）とのトークセッション（室伏長官） 

 

〇 大学と連携した周知啓発 

・ 札幌医科大学と連携し、講演を学生が聴講できるように講演情報を周知 ：札幌医

科大学スポーツ医学特別講演会 （令和５年６月）での特別講演「これからのスポー

ツの目指す役割～コンディショニングの社会実装を目指した取組～」（室伏長官） 
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・ 宮崎大学と連携し、講演を学生が聴講できるように講演情報を周知：第 34 回臨

床スポーツ医学会学術集会（令和５年 11 月）での特別講演「スポーツのコンディ

ショニングを活かした、国民のライフパフォーマンス向上に向けたと取り組み」 （室

伏長官） 

 

〇 Sport in Life 推進プロジェクトを活用した周知啓発 

・ 室伏長官による「３か月チャレンジ 身体機能向上プログラム」の開催（令和５

年６月） 

・ 企業の社内研修における 「セルフチェック」動画の eラーニング導入、社内サイ

ネージや社内イントラを活用した動画の配信・掲載（３社） 

・ 第２回「Sport in Lifeアワード」表彰式（令和５年３月）での講演「目的を持

ったスポーツ・運動の実施についての取組～目的を定め、心身に多様な変化を与え

る～」（室伏長官） 

 

〇 メディア・ホームページ等を活用した周知啓発 

・ NHK 「おはスポ筋肉体操」出演（放送：令和５年４月４日、11日、18日、25日）

（室伏長官）。４月４日と 18日の出演回に 「セルフチェック」と「改善エクササイ

ズ」を紹介・実演 

・ NHK 「おはよう日本」による「３か月チャレンジ 身体機能向上プログラム」の取

材（放送：令和５年６月）（室伏長官） 

・ NHK「おはよう日本」による「運動器機能低下に対する地域における効果的な運

動療法のあり方に関する研究」の取材（放送：令和５年９月）（室伏長官） 

・ TBS「日曜日の初耳学」出演（放送日：令和５年９月 17日）（室伏長官） 

・ 日経 BP「日経ヘルス」秋号・特集（カラー８頁）（室伏長官） 

・ スポーツ庁長官記者懇談会（令和５年４月、６月、11月） 

・  「ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進につ

いて」の取りまとめをスポーツ庁ホームページに掲載 （令和５年８月）。また、トッ

プページでトレンドキーワードとして 「スポーツによるライフパフォーマンスの向

上」※を紹介。※クリックすると、詳細を確認できる。 

・ Sport in Lifeプロジェクトのホームページのトップページで『 「目的を持った

運動・スポーツ」とは？』※を紹介。※クリックすると、詳細を確認できる。 

・ 各メディア露出の際の SNS発信 

 



１．スポーツ庁における周知啓発の取組実績一覧
２．関係学会の大会・学術集会での周知啓発
３．関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発
４．大学と連携した周知啓発
５．Sport in Life推進プロジェクトを活用した周知啓発
６．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発

（参考資料一覧）
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年度 月 内容 区分 テーマ 実施者
令和４年度 11月 第33回臨床スポーツ医学会学術集会 講演 国民が心身ともに健康で安全安心にスポーツに参加できる仕組み

-感動していただけるスポーツ界へ 室伏長官

3月 第2回「Sport in Life アワード」（表彰） 座談会 目的を持ったスポーツ・運動の実施についての取組～目的を定め、
心身に多様な変化を与える～ 室伏長官

令和５年度 4月 スポーツ庁長官記者懇談会（第69回） 記者懇談会 室伏長官

6月 スポーツ庁長官記者懇談会（第70回） 記者懇談会 室伏長官

6月 Sport in Life推進プロジェクト セミナー開催 ３ヵ月チャレンジ 身体機能向上プログラム 室伏長官

6月 札幌医科大学スポーツ医学特別講演会 講演 これからのスポーツの目指す役割～コンディショニングの社会実装を
目指した取組～ 室伏長官

7月 スポーツ健康産業シンポジウム 講演 Sport in Life等の取り組みについて 健康スポーツ課長補佐

9月 都道府県・指定都市スポーツ主管課長会議 会議 健康スポーツ課の取組について 健康スポーツ課長補佐

9月 健康経営実践勉強会 講演 スポーツによる健康増進 健康スポーツ課長

9月 第82回全国産業安全衛生大会 講演 スポーツで未来を創る ～ライフパフォーマンスの向上のためにスポー
ツが果たす役割～ 室伏長官

9月 TBS「日曜日の初耳学」出演 TV出演 誰でも簡単にできる健康な体作りの方法 室伏長官

10月 日経BP「日経ヘルス」秋号 雑誌取材 一生使えるカラダ教室 室伏長官

10月 令和5年度「スポーツの日」中央記念行事 スポーツ祭り
2023 講演 スポーツ庁長官によるセルフチェックと改善エクササイズ 室伏長官

11月 第10回サルコペニア・フレイル学会 講演 スポーツによる健康増進と関連のスポーツ庁の施策 健康スポーツ課長

11月 第7回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会 講演 国民のライフパフォーマンス向上に向けた取組 室伏長官

11月 スポーツ庁長官記者懇談会（第71回） 記者懇談会 室伏長官

11月 第34回臨床スポーツ医学会学術集会 講演 スポーツのコンディショニングを活かした、国民のライフパフォーマンス
向上に向けたと取り組み 室伏長官

11月 第12回健康寿命を延ばそう！アワード（表彰） 座談会 スペシャルトークセッション 室伏長官

１.スポーツ庁における周知啓発の取組実績一覧
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２．関係学会の大会・学術集会での周知啓発

開催年月 学会名 講演区分 講演名 発表者
令和4年11月 第33回臨床スポーツ医

学会学術集会
特別講演 「国民が心身ともに健康で安全安心

にスポーツに参加できる仕組み-感動
していただけるスポーツ界へ」

室伏長官

令和5年11月 第34回臨床スポーツ医
学会学術集会

特別講演 「スポーツのコンディショニングを活かし
た、国民のライフパフォーマンス向上に
向けたと取り組み」

室伏長官

令和5年11月 第7回日本リハビリテー
ション医学会秋季学術
集会

特別講演 「国民のライフパフォーマンス向上に向
けた取組」

室伏長官

令和5年11月 第10回サルコペニア・フ
レイル学会

シンポジウム 「スポーツによる健康増進と関連のス
ポーツ庁の施策」

健康スポーツ課長
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本研究の
目標

東京大会を含むアスリートに対しての運動器機能改善のための多職種連携による運動療法に関する
調査を実施し、腰痛等や運動器機能低下に対する地域での運動療法モデルの提案・検証及び地域に
おける運動療法のあり方に関する提言をまとめる。

（９）事業報告書の作成

（１）
委員会

開催・運営
（４）文献レビュー・好事例の収集

（５）パイロットスタディ
（モーターコントロールエクササ
イズによる疼痛改善効果を検証）

（７）腰痛等や運動器機能低下に対する地域での運動療法の方策等の整理
（８）腰痛等や運動器機能低下に対する地域における運動療法のあり方に関する提言

（６）モデル検証
（自治体における運動器障害の一次予防介入の効果検証）

１
年
目

２
年
目

（２）
コンソーシアム
設置・運営※

（意見聴取）

（３）運動器障害の一次予防研究会
（シンポジウム）開催による

情報・意見収集

３．関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発①

※本コンソーシアムは、学識経験者等が参集し、モデル検証（自治体における運動器障害の一次予防介入の効果検証）の成
果を周知啓発するための方法や横展開するための具体的な方策について議論することを目的に開催。 9

「コンディショニングに関する研究」
（運動器機能低下に対する地域における効果的な運動療法の在り方に関する研究）



３．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発②

参加実績（午前の部）
○ メイン会場 ＮＴＣイースト ２９０名
○ 地方会場 秋田県にかほ市 １１７名 ／ 広島県尾道市 ４０名
○ YouTube個人視聴 約２０名
参加した親子に、身体の状態を把握するためのセルフチェックや改善エクササイズ、
紙新聞を使ったエクササイズの方法を実技を通して指導。

第82回全国産業安全衛生大会 総合集会
日時：令和5年9月27日（水）
場所：ポートメッセなごや（愛知県名古屋市）
主催：中央労働災害防止協会
後援：厚生労働省、スポーツ庁ほか

講演の参加者数：4,000人超
ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実施の
重要性について講演。講演の後に、セルフチェックや機能の改善を目的と
したエクササイズ、紙風船を用いたトレーニングのやり方等について実技を
交えて講演。

令和5年度「スポーツの日」中央記念行事 スポーツ祭り2023
日時：令和5年10月9日（月）
場所：NTCイースト
主催：スポーツ庁、スポーツ振興センター、日本スポーツ協会、日本
オリンピック委員会等
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３．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発③

第35回全国健康福祉祭えひめ大会
ねんりんピック笑顔のえひめ2023
日時：10月28日（土）～ 31日（火）
場所：愛媛県総合運動公園陸上競技場
主催：厚生労働省、愛媛県、

(一財)長寿社会開発センター
共催：スポーツ庁

セルフチェックの動画を放映し、スポーツ庁職員がレクチャーしながらセ
ルフチェックを体験（左図：上半身と下半身の可動性と身体の安
定性、右図：肩甲骨の可動性）

会場には、スポーツ庁によるセルフチェック
体験ブースを設営（10月28日）。当日
は多くの人がブースに立ち寄り、セルフチェッ
クを体験。

第12回健康寿命を延ばそう！アワード
日時：11月27日（月）
場所：イイノホール
主催：厚生労働省、スポーツ庁

栗山英樹氏（令和5年度「スマート・ライフ・プロジェクト」オフィシャルアンバサダー）と室伏長官のトークセッションを実施。
トークセッションでは、運動・スポーツを通じたライフパフォーマンス向上を図ることの重要性を述べた。 11



４．大学と連携した周知啓発

スポーツ振興はもとより、東川町での実証研究含む地域の健康スポーツの取
組、ライフパフォーマンスの向上、目的を持った運動・スポーツの実施等を幅広く
講演。当日は札幌医科大学の学生（医学部生、保健医療学部生）、教
職員が多く参加。

日本リハビリテーション医学会のポスターに長官の特別講演の詳細を掲載し、
宮崎大学のHPにて学生への周知を実施。宮崎大学医学部生だけでなく、
他学科生も当日の講演に参加。

札幌医科大学スポーツ医学特別講演会
（令和５年６月）

第7回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会
（令和５年11月）

参加した中学生に筋骨格
系のウォーキングの実践方
法を指導

12



５．Sport in Life推進プロジェクトを活用した周知啓発①

日 時 ： 令和５年６月26日（月）16:00～18:00
会 場 ： 文部科学省 講堂
参加者：Sport in Life加盟の38企業・団体等から58名
実施内容：
①講演：ライフパフォーマンスの向上を目指して自分の身体を知り、身体機能の維持・向

上を目的としたエクササイズを行う重要性
②実技：スポーツ庁のセルフチェックと改善エクササイズの実施

ライフパフォーマンスの向上に向けた運動・スポーツの実施とその意義を説明

円の形をキープしたまま身体を回転させることで
胸まわりの可動域を改善

体重を側方に寄せた状態でのスクワット運動
下半身へアプローチする

横坐りの上下運動で股関節の動きを引き出す 肩の機能の状態と腰痛の関係性等について説明

スポーツ庁のセルフチェックで身体機能を自らチェックし、機能改善できることを説明

室伏長官による「３ヵ月チャレンジ 身体機能向上プログラム」 ※を開催
※この取組の様子は「おはよう日本」で一部放送

13



５．Sport in Life推進プロジェクトを活用した周知啓発②

• 旭化成株式会社：社内研修におけるe-learning導入
• オムロンヘルスケア株式会社：社内サイネージで動画を放映
• キャノンマーケティングジャパン株式会社：社内イントラに動画を
掲載

SILコンソーシアムに加盟している企業にセルフチェック動画を提供
し、社員へのセルフチェックの周知に活用

第2回「Sport in Life Award」表彰式（令和５年３月）での長官講演

「目的を持ったスポーツ・運動の実施についての取組～目的を定め、
心身に多様な変化を与える～」というテーマで長官がライフパフォーマ
ンスの向上に向けて目的をもって運動・スポーツを実施することの重要
性を説明

講演では室伏長官より、ウォーキングを例に目的を持った運動・スポー
ツの実施について説明。写真は筋骨格系に着目したウォーキング方
法の一例を紹介。

オムロンヘルスケア株式会社では、社内サイネージでセルフチェック動画
を放映し、社員へのセルフチェックの周知を実施。

14



６．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発①

TBS「日曜日の初耳学」出演（放送日：令和５年９月17日）：目
的を持った運動・スポーツの実施、セルフチェックと改善エクササイズの実践
等について紹介。

日経BP「日経ヘルス」秋号・特集（カラー8頁）：40－60代に向けてセルフ
チェックと改善エクササイズを紹介（日経ヘルスの読者は40－60歳が主）。15

NHK「おはスポ筋肉体操」出演（放送日：令和５年4月４日、11日、18日、25日）：
「セルフチェック」と「改善エクササイズ」の方法を紹介・実演。4週連続出演のうち、セルフチェック
と改善エクササイズの紹介は各週に放送（４月４日、18日）。

番組内では「首の可動域」、「胸椎の可動域」に関するセルフ
チェックの方法とその改善方法を紹介。上右図は、「首の可動
性」を改善するためのエクササイズを実施している様子。



６．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発②
スポーツ庁長官記者懇談会（令和５年4月、６月、11月）：
記者との懇談を目的とする会で、記者にスポーツ庁の取組を紹介。
多くの記者にスポーツ庁の取組や得られた成果を伝え、広報・周知活動を推進。

16スポーツ庁のホームページのトップページでトレンドワードとして「スポーツによるライ
フパフォーマンスの向上」を紹介

Sport in Lifeプロジェクトのホームページのトップページで『「目的を
持った運動・スポーツ」とは？』を紹介
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